まえがき
（パブ―の電子書籍　http://p.booklog.jp/book/107577/read　に書いたまえがきをここにも書くことにしました。）
　２００６年９月に安倍政権になった後、われわれの年代から見ると「戦争をしたくてしょうがない」としか見えない言動が出てきました。２０１２年に再び安倍晋三が首相となり第２次安倍政権になると一層、軍国主義的な言動が増えてきました。（＊１）

　１９４５年までの戦争が遠い過去の過去のことになっている若いみなさん（＊２）には想像もできないことだろうとは思います。でも、とても危険な、戦争を招きそうな事象がすでに起こっているのです。戦争がどんなに悲惨なものかをみなさんに伝え、戦争に向けた動きをちょっとでも感じたらそれをみなさんにお知らせすることがわれわれの役目だと思っています。われわれの予想の間違い、とりこし苦労であってほしいと心から願っています。しかし、悪い方に流れたら戦争になってしまう可能性も高いし、戦争まで行かなくても自由を束縛されて、言いたいことも言えない社会、ちょっとでも政府や軍にに逆らうと調査、監視を受ける社会、もしかしたらすぐに逮捕されたり、暗殺されてしまう社会になってしまう可能性も高いと思います。（軍国主義、全体主義、国家主義の社会）

　この本は、それまでは政治的なことを避けていた科学者が急いで沢山の本を読んで勉強して思い切って書いてみたものです。そのいい面は、おそらく、難しい専門用語を使っていないので、政治・社会に不慣れなみなさんにも理解できるな分かりやすい文章になっているのではないかと思っています。筆者は理系で、国際協力や国際協定の交渉の経験も豊富です。この本を外国語に翻訳すれば外国人にも理解できる書き方になっているはずです。これからの日本は世界から理解される言動をしていかなければ成り立ちません。

　読者のみなさんを説得しようなどとは思っていません。これからの世界は若いみなさんが作っていくものだから。ですが過去の悲惨なことを繰り返すのはなんとしても避けてほしいと思います。

　もちろん、戦争を望んでいる人などはいないと思いますが（＊３）、それでも社会が全体として個々人の望まない方向に動く（戦争が起こる）ということは歴史上、何回も繰り返されてきました。それが人類の悲しい特性だと考えて、そういうマイナスの面を出さないようにはどうしたらいいかを考え出すことを若いみなさんに期待しています。

　ここに書いた文章が戦争反対に役立つならば、全部でも、部分的にでも、自由に使ってください。
　いいと思ったら、この本を無料で読める下記の３つの方法をこの知人、友人の多くのみなさんに教えて読者を増やしてください。

１．楽天Ｋｏｂｏ　で「棄権は危険」で検索　（近日中に載る予定）

２．http://p.booklog.jp/book/107577/read　　　あるいは

３．このアドレス　　http://www.geocities.jp/hoshikuzu2016/　　　３．ではＷｏｒｄで章ごとに閲覧、ダウンロードができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１６．６．　星　屑　

（＊１）　満州で細菌兵器の開発や人間を麻酔もかけず生きたまま解剖するなどの残虐非道を重ねた７３１部隊を想像させる７３１の番号を付けた自衛隊の戦闘機の操縦席に得意顔で座った首相の写真が新聞に載ったり、２０１５年３月には国会で自衛隊のことを「わが軍」と発言したり、２００６年より前には想像もできなかったような、そして、われわれの年代にとっては血が凍りつくようなことが立て続けに起こっています。特定秘密保護法だけでなく戦争関連法案を強行採決し、メディアには電波を止めるぞと言う脅しをかけたり、軍国主義の一部分はすでに現れています。２０１６年６月には学校の先生の私的活動の発言についてあらかじめ教育委員会から注意されたという新聞報道もありました。

（＊２）この本では、筆者（１９４４年生まれ、７２歳）より若い方を「若いみなさん」と書いています。５０代、６０代のかたがたも、この本では「若いみなさん」です。筆者より１、２年若い年代のひとはもう１９４５年までの戦争の記憶、経験がほとんどないようです。

（＊３）「戦争を望むひとなどいない」と信じたいのですが、自分たちの言動が明らかに（歴史の事実として何回も実証されているように）戦争につながるということを判断できない人や、不勉強でそういうことも知らない政治家が沢山います。また、悲しいことに戦争を望む人も実際にいるのです。戦争をすれば地雷やロケットや大砲、戦闘機、軍艦などの軍需品が売れて儲かる人たち、そういう会社の株主たちです。軍需関係の人は沢山いますし、産業としても政治的な勢力としても大きな力を持っています。彼らは巧妙にいろいろと工夫して世界のどこかで戦争を起こそうと、ひとびとを騙し、そそのかしているにちがいありません。人を殺して金を儲けようとしているのです。



















